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1.大磯町の概要

豊かな自然 歴史と文化の調和

通勤距離圏内に残る豊かな自然



2.町の鳥 アオバト

照ヶ崎海岸は、アオバトの集団飛来地として
県の天然記念物に指定されている。



3.政界の奥座敷



4.町に残る別荘群

旧吉田茂邸

旧池田成彬邸 旧大隈重信邸

旧安田善次郎邸

旧島崎藤村邸

旧木下家別邸

旧陸奥宗光邸



5.明治記念大磯邸園

H30年一部公開！
※庭園のみの公開で、完全公開に向けて整備中



6.大磯海水浴場

明治１８年に松本順が開設（渋沢栄一も尽力）

実は・・・・

湘南という言葉

は、大磯が発祥！



7.海水浴客数

580,000人
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最盛期（平成２年）と比較すると…

85％減



8.月別来訪者の推移

図：観光入込客数の推移（H30月別）



9.大磯町が目指す姿

紺碧の海に緑の映える住みよい大磯

第四次総合計画後期基本計画（2016～2020）



横浜・鎌倉・箱根 に続く観光エリアの創出

地域資源の活用

県によるＰＲ支援

民間資本
の参入

・ 大磯
・ 城ヶ島（三浦）
・ 大山（伊勢原）

３地域認定

10.新たな観光の核づくり



11.新たな観光の核づくり基本計画

ニューツーリズム
の創出

自転車による
ﾈｯﾄﾜｰｸの整備

大磯ブランド
戦略の推進

大磯港賑わい
交流施設の整備

旧別荘地の
保全と活用



12.大磯港活性化整備計画

地域活性化の拠点となる港

良好で快適な
港空間の創造

港内を回遊する遊歩道や休憩施設を整備し、緑化を推
進することで、憩い、集えるスペースを確保し、良好で快
適な港湾環境を提供します。

地域活性化に
向けた基盤整備

港湾管理事務所や漁業協同組合事務所などの建物を集
約して土地の有効活用を図り、地域活性化のための交流
拠点施設として整備することで賑わいを創出します。

資源を活かした
みなとづくり

アオバトの集団飛来地「照ヶ崎」へのアクセス改善及び適
切な休憩・展望施設の設置や、「海水浴場の適切な利用
と保全、デザイン灯台の設置など、周辺の自然、歴史、文
化的な地域資源と調和したみなとづくりを心がけます。



13.計画の整理

町
（官）

第四次総合計画後期基本計画

・みなとオアシス事業の推進

協議会
（民）

新たな観光の核づくり基本計画

・大磯港の賑わい交流施設の整備

県
（官）

大磯港活性化整備計画

・交流拠点の整備

大磯港みなとオアシス整備計画基本構想



14.大磯港賑わい交流施設の整備

・町の周遊型観光の拠点
・人や情報の交流、マチナカへの賑わいの拡大整備目的

みなと下町 海水浴場

大磯港

大磯駅

愛称：OISO CONNECT



15.漁協施設との合築

漁協施設との合築

管理者：町（指定管理） 管理者：漁業協同組合

賑わい交流施設

賑わい創出施設 漁 業 施 設

①大磯港内での用地の確保
②漁協施設の老朽化



PFI 導入可否の検討（DBO/BTO）

PPP導入可否の検討

16.整備手法の検討

STEP

1 ・施設の維持管理コストの削減
・民間のノウハウを導入

STEP

2 ・漁協施設との合築
・大磯港は神奈川県が所管する地方港湾

整備手法の決定STEP

3 ・商業施設の整備実績に乏しい
・施設整備の段階から民間の意見を反映したい

設計提案型指定管理者制度



17.事業スキーム

H29d H30d R1d R2d

H29.12
条例制定

H30.1～H30.3
指定管理者募集

H30.4
選定委員会

H30.5
指定管理者指定

R3.4
供用開始

R2.12
施設引渡し

R3d

H29.6～H30.6
サウンディング

H30.6～R1.10

基本設計

R1.11～R2.11

整備工事



18.指定管理者の紹介

道の駅ランキング2022 第1位
に選ばれた群馬の道の駅を運営

㈱田園プラザ川場



19.事業体制

賑わい創出施設 漁業施設

賑わい交流施設

大磯町

指定管理者 漁業

整備

維持管理

神奈川県国

交付金

整備
費用

維持管理

売上
指定
管理

土地専用
・補助金



20.施設の紹介①

屋外テラス

研修室

レストラン
物販エリア

水揚げ場

加
工
場

賑わい創出施設 漁協施設

1F 2F

事務室

場所：大磯町大磯1398番地６
延床：1131㎡
構造：鉄筋コンクリート造 地上２階

しらす
直売所

軽食

製
氷
機



21.施設の紹介②

新鮮な魚物販エリア

テラス席

しらす直売

水揚げ場



22.施設の紹介③

新鮮な魚

地場産野菜

軽食

レストラン



23.官民連携のポイント

1.

設計提案型指定管理者制度
・設計の段階から民間のノウハウを導入
・指定管理者の要望を具現化
⇒行政ではできない、質の高いサービスの提供

2.

維持管理費用は売上で賄う
・売上は全て指定管理者の収入
・施設の売上で施設の維持管理
⇒町からの指定管理料は０

3.

漁協施設との合築
・煩雑な手続きは行政が実施（建築確認・補助金申請等）
・同施設内のため、コネクトで鮮魚の販売が可能
⇒漁協にも町（指定管理者）にもメリット大



24.整備の効果

コロナ禍での営業にも関わらず…

来場者数10万人突破！（延べ人数）

売上１億円突破！

大磯港利用者の増（大磯港駐車場利用台数比較）

賑わいの創出に貢献！



ご清聴ありがとうございました。


